
■出発日及び旅行代金/おひとり様（2名１室利用・航空機：エコノミークラス）
　＊ビジネスクラスご希望の方はお問い合わせください。

●燃油サーチャージ/77,240円 ●羽田空港施設使用料/2,950円 
●海外空港税/3,650円  ●国際観光旅客税/1,000円　別途必要です。 
※2026年2月20日現在の金額（レート）です。変更になる場合があります。

お一人部屋追加代金 100,000円 お一人部屋追加代金 100,000円
698,000円698,000円 598,000円598,000円

4月27日（月） 10月14日（水） 出発日

旅行代金
（おひとり様）

※現地の諸事情や交通機関のスケジュール等により行程が変更となる場合があります。 
※世界遺産はその一部の観光となります。　
※旅程中3件のショッピング（トルコ石、トルコ絨毯、レザーショップ）にご案内します。あらかじめご了承ください。

松山空港（14:35発）から ✈ 羽田空港へ（16:05着） 
羽田空港（21:45発）から ✈ イスタンブールへ
    　     　（所要約10時間30分）

羽田空港（12:20発）から ✈ 松山空港へ（13:05着）

イスタンブール（02:05発）から ✈ 羽田空港へ（19:20着）（所要約10時間30分）
到着後、ホテルへ

イスタンブール（5:05着/7:00発）乗り継ぎ ✈ イズミールへ（8:10着）
到着後、エフェソスへ。  ギリシャ・ローマ遺跡の 　　　　  エフェソス遺跡観光
イズミールへ。  ホテル着（18:00頃）

ホテル出発（9:00）、 イズミールからパムッカレへ。   　　　   パムッカレ観光　
石灰棚や都市遺跡ヒエラポリスご案内
ホテル着（16:30頃）

ホテル出発（9:00） 、　　　　カッパドキア観光  
ギョレメ野外博物館、カイマクル地下都市、ウチヒサール、ゼルベの谷、
らくだ岩、三姉妹の岩などご案内。 夕食後、ベリーダンスショーご案内。
ホテル着（18:00頃）

ホテル出発（8:00）、 パムッカレから宗教都市コンヤへ（所要約6時間/約430km） 
メブラーナ博物館  観光後、カッパドキア地方へ（所要約3時間/約220km）
ホテル着（20:00頃）

【午前】自由行動
カイセリ（13:15発）から ✈ イスタンブールへ（14:55着）
到着後、イスタンブール市内観光  エジプシャンバザール、ガラタ塔とガラタ橋
ホテル着（20:00頃） 
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朝 昼 夕カッパドキア （泊）

朝 昼 夕カッパドキア （泊）

朝 昼 夕イスタンブール （泊）

朝 昼 夕イスタンブール （泊）

朝 昼 夕機内 （泊）

機 ／羽田空港近郊 （泊）

ホテル出発（9:00）   　　　　イスタンブール歴史地域観光 ①  
トプカプ宮殿（ハレムも入場）、ブルーモスク、アヤソフィア、ヒッポドローム、
地下宮殿、グランドバザール
ホテル着（20:00頃） 
ホテル出発（10:00）　　　　イスタンブール歴史地域観光 ②  
ボスポラス海峡クルーズ、ドルマバフティエ宮殿、タクシム広場、イスティクラル
通り散策。  夕食後、空港へ　 

■最少催行人員/8名  ■添乗員/同行  ■食事条件/朝7回、昼6回、夕7回（機内食除く）
■利用航空会社【国際線】トルコ航空 （エコノミークラス） 
  【国内線】全日空 または 日本航空
■利用ホテル/下記または同等クラスホテル
  【イズミール】 カヤ イズミル サーマル & コンベンション ホテル
  【パムッカレ】 スパ ホテル サーマル コロッセア
  【カッパドキア】 カルセドン ケーブ スイーツ　  
  【イスタンブール】 ハイアット リージェンシー イスタンブール アタキョイ　
  【羽田空港】 羽田エクセルホテル東急

機 昼 夕イズミール （泊）

朝 昼 夕パムッカレ （泊）
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エフェソスエフェソス

クシャダシクシャダシ

カッパドキアカッパドキア

イスタンブールイスタンブール

黒海

地中海

トルコ

アナトリア高原中央部に広が
る岩石地帯。奇岩が林立し巨
岩がそびえる景観はまさに自
然の脅威です。

アナトリア高原中央部に広が
る岩石地帯。奇岩が林立し巨
岩がそびえる景観はまさに自
然の脅威です。

古代ギリシャ、ローマ時代に繁栄した古
代都市です。古代ローマ時代末期にはマ
ルクス・アントニウスがプトレマイオス朝
のエジプト女王クレオパトラ7世と共に
滞在した地とも言われています。

エフェソス

ギョレメ野外博物館

パムッカレ

トルコ語で「綿の宮殿」を意味するパムッカレ。
温泉水が地表に湧き出し、石灰石を侵食・沈
殿させることで、純白の棚田のような幻想的な
景観を作り上げています。

トルコ語で「綿の宮殿」を意味するパムッカレ。
温泉水が地表に湧き出し、石灰石を侵食・沈
殿させることで、純白の棚田のような幻想的な
景観を作り上げています。

4世紀には東ローマ帝国の帝都コンスタン
ティノープルが、15世紀からはオスマン帝国
の帝都イスタンブールが位置した、現在のイ
スタンブールの旧市街です。

1467年にメーメットⅡ世によって建てられて
から19世紀中頃までオスマン帝国の君主が
居住した宮殿です。

カッパドキア

▲トプカプ宮殿

イスタンブール歴史地域イスタンブール歴史地域

ハレム内部イメージ

松山空港発着松山空港発着
添乗員同行添乗員同行

 出発日/2026年

4/27  ・10/14月 水
春 秋

カッパドキア・パムッカレ・イスタンブール歴史地域

ホテルはすべてデラックスクラス*利用（＊弊社基準）
カッパドキアの洞窟ホテルや、パムッカレの温泉ホテルなど

お楽しみください

※写真はすべてイメージです。

絶景をめぐる
10日間

悠久の

周遊




